
第
百
二
十
五
号
議
案

仙
台
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
仙
台
市
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
の
表
仙
台
市
沖
野
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

沖
野
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条

例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
二
十
六
号
議
案

仙
台
市
老
人
憩
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
老
人
憩
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
老
人
憩
の
家
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
仙
台
市
将
監
老
人
憩
の
家
の
項
中
「
仙
台
市
泉
区
将
監
八
丁
目
一
番
十
号
」
を
「
仙
台
市
泉
区
将
監
八
丁

目
一
番
十
八
号
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
市
長
が
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

将
監
老
人
憩
の
家
の
位
置
を
変
更
す
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案

を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
二
十
七
号
議
案

仙
台
市
児
童
福
祉
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
児
童
福
祉
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
児
童
福
祉
施
設
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
仙
台
市
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
児
童
厚
生
施
設
仙
台
市
将
監
あ
お
ぞ
ら
児
童
遊
園
の
項
を
削
り
、
同
表
児
童
厚
生
施
設
仙
台
市
将
監
児
童
セ
ン

タ
ー
の
項
中
「
仙
台
市
泉
区
将
監
八
丁
目
一
番
五
号
」
を
「
仙
台
市
泉
区
将
監
八
丁
目
一
番
十
八
号
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
市
長
が
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

将
監
児
童
セ
ン
タ
ー
の
位
置
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
将
監
あ
お
ぞ
ら
児
童
遊
園
を
廃
止
す
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
二
十
八
号
議
案

仙
台
市
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
仙
台
市
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
仙
台
市
条
例
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
㈡
本
市
の
区
域
内
に
お
け
る
工
業
専
用
地
域
の
項
中
「
及
び
」
を
「
、」
に
改
め
、「
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク
地
区
計
画
の
区
域
に
隣
接
す
る
区
域
」
の
下
に
「
及
び
六
丁
の
目
東
地
区
計
画
の
区
域
を
含
む
準
工
業
地
域
に

隣
接
す
る
区
域
（
仙
台
東
部
流
通
団
地
地
区
計
画
の
区
域
を
含
む
区
域
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

六
丁
目
地
区
の
工
業
専
用
地
域
に
お
け
る
製
造
業
等
に
係
る
工
場
等
の
緑
地
面
積
率
等
に
つ
い
て
、
工
場
立
地
法
に
基

づ
き
公
表
さ
れ
た
準
則
に
代
え
て
適
用
す
べ
き
準
則
を
定
め
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
二
十
九
号
議
案

仙
台
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
仙
台
市
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
項
ま
で
の
」
を
「
第
四
項
ま
で
の
」
に
、「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
こ
の
項

及
び
次
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
四
万
五
千
円
」
を
「
四
万
五
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
の
表
中
「
十

万
六
千
円
」
を
「
十
万
六
千
三
百
円
」
に
、「
十
七
万
円
」
を
「
十
七
万
四
百
円
」
に
、「
三
十
三
万
五
千
円
」
を
「
三
十

三
万
五
千
六
百
円
」
に
、「
六
十
万
千
円
」
を
「
六
十
万
千
三
百
円
」
に
、「
百
三
万
円
」
を
「
百
三
万
四
百
円
」
に
、「
百

九
十
一
万
円
」
を
「
百
九
十
一
万
六
百
円
」
に
、「
二
百
七
十
三
万
円
」
を
「
二
百
七
十
三
万
七
百
円
」
に
、「
三
百
三
十

四
万
円
」
を
「
三
百
三
十
四
万
六
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
新
築
認
定
申
請
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計

画
が
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
図
書
と
し

て
市
長
が
認
め
る
も
の
」を「
確
認
書
等（
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
そ
の
住
宅
の
構
造
及
び
設
備
が
長
期
使
用
構
造
等
で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
た
確
認
書
若

し
く
は
住
宅
性
能
評
価
書
又
は
こ
れ
ら
の
写
し
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「
六

千
円
」を「
一
万
二
百
円
」に
改
め
、
同
項
第
二
号
の
表
中「
一
万
二
千
円
」を「
一
万
六
千
円
」に
、「
二
万
千
円
」を「
二

万
六
千
八
百
円
」
に
、「
三
万
千
円
」
を
「
三
万
七
千
九
百
円
」
に
、「
五
万
七
千
円
」
を
「
六
万
四
千
二
百
円
」
に
、「
九

万
九
千
円
」
を
「
十
万
六
千
七
百
円
」
に
、「
十
六
万
三
千
円
」
を
「
十
七
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
十
万
円
」
を
「
二
十

万
八
千
六
百
円
」
に
、「
二
十
一
万
三
千
円
」
を
「
二
十
二
万
二
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第

四
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
六
万
四
千
百
円
」
を
「
六
万
四
千
六
百
円
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
の
表
中「
十
五
万
千
円
」を「
十
五
万
千
三
百
円
」に
、「
二
十
四
万
千
円
」を「
二
十
四
万
千
三
百
円
」に
、「
四

十
七
万
七
千
円
」
を
「
四
十
七
万
七
千
五
百
円
」
に
、「
八
十
五
万
五
千
円
」
を
「
八
十
五
万
五
千
百
円
」
に
、「
百
四
十

七
万
円
」
を
「
百
四
十
七
万
七
百
円
」
に
、「
二
百
七
十
二
万
円
」
を
「
二
百
七
十
二
万
三
百
円
」
に
、「
三
百
八
十
九
万
円
」

を
「
三
百
八
十
九
万
三
百
円
」
に
、「
四
百
七
十
六
万
円
」
を
「
四
百
七
十
六
万
四
百
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
増
改
築
認
定
申
請
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
が
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二

号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
図
書
と
し
て
市
長
が
認
め
る
も
の
」
を
「
確
認
書

等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
八
千
五
百
円
」
を
「
一
万
二
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
の
表
中
「
一
万
七
千

百
円
」
を
「
二
万
千
円
」
に
、「
三
万
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
百
円
」
に
、「
四
万
三
千
七
百
円
」
を
「
五
万
九
百
円
」
に
、

「
八
万
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
四
百
円
」
に
、「
十
四
万
円
」
を
「
十
四
万
八
千
百
円
」
に
、「
二
十
三
万
千
円
」
を
「
二

十
三
万
九
千
五
百
円
」
に
、「
二
十
八
万
五
千
円
」
を
「
二
十
九
万
三
千
五
百
円
」
に
、「
三
十
万
四
千
円
」
を
「
三
十
一

万
三
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
か
ら
第
八

項
ま
で
」
を
「
及
び
次
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
四
万
五
千
円
」
を
「
四
万
五
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
新
築
変
更
認
定
申
請
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
が
法
第
八
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る

図
書
と
し
て
市
長
が
認
め
る
も
の
」
を
「
確
認
書
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
六
千
円
」
を
「
一
万
二
百
円
」
に
改
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め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
中
「
六
万
四
千
百
円
」
を
「
六
万
四
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
第
二

号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
増
改
築
変
更
認
定
申
請
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計

画
が
法
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
基
準

に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
図
書
と
し
て
市
長
が
認
め
る
も
の
」
を
「
確
認
書
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
八
千
五

百
円
」
を
「
一
万
二
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10　

市
長
は
、
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
認
定
長
期
優
良
住
宅
建
築

等
計
画
容
積
率
特
例
許
可
申
請
手
数
料
と
し
て
、
十
六
万
円
を
徴
収
す
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
第
二
条
の
四
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
な
さ
れ
た
申
請
（
次
項
に
規
定
す
る
申
請
を
除

く
。）
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
な
さ
れ
た
申
請
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

３　

住
宅
の
質
の
向
上
及
び
円
滑
な
取
引
環
境
の
整
備
の
た
め
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

理　

由

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
考
慮
し
確

認
書
等
を
添
付
し
て
新
築
認
定
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
を

定
め
る
等
の
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

16



第
百
三
十
号
議
案

仙
台
市
建
築
審
査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
建
築
審
査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
建
築
審
査
会
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
仙
台
市
条
例
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
百
五
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
十
八
条
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
百
五
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
長

期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
建
築
審
査
会
の
会
議
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
を
追
加
す
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ

る
。
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第
百
三
十
一
号
議
案

仙
台
市
自
転
車
等
駐
車
場
の
附
置
及
び
建
設
奨
励
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

仙
台
市
自
転
車
等
駐
車
場
の
附
置
及
び
建
設
奨
励
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
自
転
車
等
駐
車
場
の
附
置
及
び
建
設
奨
励
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
二
年
仙
台
市
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
別
表
（
ア
）
欄
」
を
「
別
表
第
一
ア
欄
」
に
、「
規
模
以
上
」
を
「
台
数
（
当
該
台
数
に
一
台
未

満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
台
数
）
以
上
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
規
模
」
を
「
台
数
」
に

改
め
る
。

第
四
条
中
「
別
表
（
ア
）
欄
」
を
「
別
表
第
一
ア
欄
」
に
、「
の
規
模
」
を
「
の
台
数
」
に
、「
規
模
以
上
」
を
「
台
数

（
当
該
台
数
に
一
台
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
台
数
）
以
上
」
に
改
め
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
大
規
模
施
設
に
係
る
自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
）

第
五
条　

店
舗
面
積
等
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
事
務
所
（
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
に
あ
っ
て
は
、

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
施
設
（
混
合
用
途
施
設
を
除
く
。）
の
新
築
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
二
ア
欄
の
用
途

に
応
じ
、
同
表
イ
欄
の
区
分
ご
と
に
、
同
表
ウ
欄
の
基
準
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
を
合

計
し
た
台
数
（
当
該
台
数
に
一
台
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
台
数
）
を
、
当
該
施
設
に
係

る
第
三
条
の
自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
と
み
な
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２　

混
合
用
途
施
設
で
各
用
途
の
店
舗
面
積
等
を
合
計
し
た
面
積
（
以
下
「
合
計
面
積
」
と
い
う
。）
が
千
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
の
新
築
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
三
ア
欄
の
用
途
に
応
じ
、
同
表
イ
欄
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
算

定
し
た
同
表
ウ
欄
の
自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
を
合
計
し
た
台
数（
当
該
台
数
に
一
台
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
台
数
）
を
、
当
該
混
合
用
途
施
設
に
係
る
第
三
条
の
自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
と
み
な
し
て
、
同

条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
計
し
た
台
数
が
二
十
台
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
規
模
」
を
「
台
数
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
別
表
（
イ
）
欄
」
を
「
別

表
第
一
イ
欄
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
用
途
ご
と
の
店
舗
面
積
等
に
つ
い
て
別
表
（
ウ
）
欄
の
基
準
」
を
「
第
四
条

又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
」
に
、「
規
模
」
を
「
台
数
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
（
ア
）
欄
」
を
「
別
表
第
一
ア
欄
」

に
、「
規
模
か
ら
」
を
「
台
数
か
ら
」
に
、「
規
模
を
控
除
し
た
規
模
」
を
「
台
数
を
控
除
し
た
台
数
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
中
「
別
表
（
イ
）
欄
」
を
「
別
表
第
一
イ
欄
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
用
途
ご
と
の
店
舗
面
積
等
に
つ
い
て
別

表
（
ウ
）
欄
の
基
準
」
を
「
第
四
条
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
」
に
、「
の
規
模
」
を
「
の
台
数
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
利
用
方
法
を
」
の
下
に
「
市
長
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
表
第
一
の
次
に
次
の
二
表
を
加
え
る
。

別
表
第
一
（
第
三
条
，
第
四
条
，
第
六
条
関
係
）

（
ア
）

（
イ
）

（
ウ
）

施
設
の
用
途

店
舗
面
積
等
の
規
模

自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
の
基
準

小
売
店
舗

400平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

20平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
１
台

銀
行
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

で
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
銀

行
等
」
と
い
う
。）

500平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

25平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
１
台

遊
技
場
及
び
映
画
館
（
以
下
「
遊
技

場
等
」
と
い
う
。）

300平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

15平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
１
台

専
修
学
校
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

も
の
で
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下

「
専
修
学
校
等
」
と
い
う
。）

600平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

30平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
１
台

事
務
所

2,000平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

100平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
１
台

別
表
第
二
（
第
五
条
関
係
）

（
ア
）

（
イ
）

（
ウ
）

施
設
の
用
途

店
舗
面
積
等
の
区
分

自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
の
基
準

小
売
店
舗

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

20平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

40平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
10,000平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

80平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

10,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

0
台

銀
行
等

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

25平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

50平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
10,000平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

100平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

10,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

0
台

遊
技
場
等

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

15平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

30平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
10,000平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

60平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

10,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

0
台

専
修
学
校
等

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

30平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

60平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台
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別
表
第
三
（
第
五
条
関
係
）

（
ア
）

（
イ
）

（
ウ
）

施
設
の
用
途

合
計
面
積
の
区
分

自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数

小
売
店
舗

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
部
分

A20
台

A
＝
1,000×

（
小
売
店
舗
面
積
割
合
）

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
5,000平

方
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
部
分

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る

場
合

B40
台

B＝
�{（
合
計
面
積
）
－
1,000

｝
×
（
小
売
店

舗
面
積
割
合
）

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

場
合

C40
台

C＝
4,000×

（
小
売
店
舗
面
積
割
合
）

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
部
分

小
売
店
舗
の
用
途
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が

10,000平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
あ
る
場
合

D80
台

D
＝
�{（
合
計
面
積
）
－
5,000

}
×
（
小
売

店
舗
面
積
割
合
）

小
売
店
舗
の
用
途
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が

10,000平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
で
あ
る
場
合

E80
台

E＝
10,000－

A
－
C

銀
行
等

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
部
分

F25
台

F＝
1,000×

（
銀
行
等
面
積
割
合
）

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
5,000平

方
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
部
分

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る

場
合

G50
台

G＝
�{（
合
計
面
積
）
－
1,000

}
×
（
銀
行
等

面
積
割
合
）

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

場
合

H50
台

H
＝
4,000×

（
銀
行
等
面
積
割
合
）

事
務
所

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

100平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

200平
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
1
台
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5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
部
分

銀
行
等
の
用
途
に
供
す

る
部
分
の
床
面
積
が

10,000平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
あ
る
場
合

I100
台

I＝
�{（
合
計
面
積
）
－
5,000

}
×
（
銀
行
等

面
積
割
合
）

銀
行
等
の
用
途
に
供
す

る
部
分
の
床
面
積
が

10,000平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
で
あ
る
場
合

J100
台

J＝
10,000－

F－
H

遊
技
場
等

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
部
分

K15
台

K
＝
1,000×

（
遊
技
場
等
面
積
割
合
）

1,000平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
5,000平

方
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
部
分

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る

場
合

L30
台

L＝
�{（
合
計
面
積
）
－
1,000

}×
（
遊
技
場

等
面
積
割
合
）

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

場
合

M30
台

M
＝
4,000×

（
遊
技
場
等
面
積
割
合
）

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
部
分

遊
技
場
等
の
用
途
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が

10,000平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
あ
る
場
合

N60
台

N
＝
�{（
合
計
面
積
）
－
5,000

}×
（
遊
技
場

等
面
積
割
合
）

遊
技
場
等
の
用
途
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が

10,000平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
で
あ
る
場
合

O60
台

O
＝
10,000－

K
－
M

専
修
学
校
等
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
部
分

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る

場
合

P30
台

P＝
�（
合
計
面
積
）
×
（
専
修
学
校
等
面
積

割
合
）

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

場
合

Q30
台

Q
＝
5,000×

（
専
修
学
校
等
面
積
割
合
）
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5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
部
分

R60
台

R＝
{（
合
計
面
積
）
－
5,000

}×
（
専
修
学
校
等
面
積
割
合
）

事
務
所

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
部
分

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る

場
合

S100
台

S＝
（
合
計
面
積
）
×
（
事
務
所
面
積
割
合
）

合
計
面
積
が
5,000平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

場
合

T100
台

T
＝
5,000×

（
事
務
所
面
積
割
合
）

5,000平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
部
分

U200
台

U
＝
{（
合
計
面
積
）
－
5,000

}×
（
事
務
所
面
積
割
合
）

備
考

　
1
　
こ
の
表
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
，
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

　
　
ア
　
小
売
店
舗
面
積
割
合
　
合
計
面
積
に
対
す
る
小
売
店
舗
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
割
合

　
　
イ
　
銀
行
等
面
積
割
合
　
合
計
面
積
に
対
す
る
銀
行
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
割
合

　
　
ウ
　
遊
技
場
等
面
積
割
合
　
合
計
面
積
に
対
す
る
遊
技
場
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
割
合

　
　
エ
　
専
修
学
校
等
面
積
割
合
　
合
計
面
積
に
対
す
る
専
修
学
校
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
割
合

　
　
オ
　
事
務
所
面
積
割
合
　
合
計
面
積
に
対
す
る
事
務
所
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
割
合

　
2
　
こ
の
表
の
（
ウ
）
欄
の
面
積
の
単
位
は
，
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
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附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
既
存
の
自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
の
特
例
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
仙
台
市
自
転
車
等
駐
車
場
の
附
置
及
び

建
設
奨
励
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
改
正
前
の
条
例
」
と
い
う
。）
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ

れ
た
自
転
車
等
駐
車
場
（
仙
台
市
自
転
車
等
駐
車
場
の
附
置
及
び
建
設
奨
励
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す

る
自
転
車
等
駐
車
場
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
係
る
施
設
の
所
有
者
又
は
管
理
者
（
同
日
に
お
い
て
現
に
施
設
の
新

築
、
増
築
（
改
正
前
の
条
例
第
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
増
築
を
い
う
。）
又
は
大
規
模
の
修
繕
等
（
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
大
規
模
の
修
繕
等
を
い
う
。）
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
者
を
含
む
。）
は
、
市
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
に
届
け
出
て
、
当
該
自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
を
当
該
施
設
を
新
築
し
た
も
の
と
み
な
し
て
こ

の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
仙
台
市
自
転
車
等
駐
車
場
の
附
置
及
び
建
設
奨
励
に
関
す
る
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で

の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
転
車
等
駐
車
場
の
台
数
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

理　

由

指
定
区
域
内
に
お
い
て
一
定
の
面
積
を
超
え
る
小
売
店
舗
等
の
用
途
に
供
す
る
施
設
の
新
築
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
が

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
転
車
等
駐
車
場
が
有
す
べ
き
台
数
の
算
定
基
準
を
緩
和
す
る
等
の
た
め
、
現
行
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
三
十
二
号
議
案

仙
台
市
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
二
年
仙
台
市
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
号
の
表
仙
台
市
将
監
市
民
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
仙
台
市
泉
区
将
監
八
丁
目
二
番
一
号
」
を
「
仙
台
市
泉
区

将
監
八
丁
目
一
番
十
八
号
」
に
改
め
る
。

別
表
一
の
表
仙
台
市
将
監
市
民
セ
ン
タ
ー
第
二
研
修
室
の
項
及
び
仙
台
市
将
監
市
民
セ
ン
タ
ー
第
三
研
修
室
の
項
中�

 

「
六
二
〇
円
」
を
「
七
九
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
仙
台
市
将
監
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室
⑴
の
項
中
「
和
室
⑴
」
を
「
和
室
」
に
、�

 

「
六
二
〇
円
」
を
「
三
九
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
仙
台
市
将
監
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室
⑵
の
項
を
削
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
市
長
が
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

仙
台
市
将
監
市
民
セ
ン
タ
ー
に
係
る
改
正
後
の
別
表
一
の
表
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
仙
台
市
将

監
市
民
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３　

改
正
後
の
別
表
一
の
表
の
規
定
に
係
る
仙
台
市
将
監
市
民
セ
ン
タ
ー
の
使
用
の
た
め
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為

は
、
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

理　

由

将
監
市
民
セ
ン
タ
ー
の
位
置
を
変
更
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
改
定
す
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第 133 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　�仙台市立七北田中学校校舎増改築工事

2　工事施行場所　　仙台市泉区七北田字東裏103番 1 ，144番 1

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 1,252,900,000円

5 　契約の相手方　　仙台市宮城野区小田原一丁目 5番12号

　　　　　　　　　　仙台土木建築工業・千田建設共同企業体

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市宮城野区小田原一丁目 5番12号

　　　　　　　　　　　　　　　仙台土木建築工業株式会社

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区通町一丁目 3番11号

　　　　　　　　　　　　　　　千田建設株式会社
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第 134 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　�令和 3年度仙台市高砂（西）市営住宅Ｋ― 1，Ｋ― 2棟エレベーター設置

及び外壁等改修工事

2　工事施行場所　　仙台市宮城野区福室六丁目302番 4 ，多賀城市高橋二丁目 1番 2

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 519,673,000円

5 　契約の相手方　　仙台市泉区野村字菅間前34番地の 8

　　　　　　　　　　巧成建設・東北共栄建設共同企業体

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市泉区野村字菅間前34番地の 8

　　　　　　　　　　　　　　　巧成建設株式会社

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区上杉二丁目 2番47号

　　　　　　　　　　　　　　　東北共栄建設株式会社
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第 135 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

仙台市戦災復興記念館
仙台市青葉区大町二丁目12番 1 号
仙台ひとまち交流財団・東北共立グループ

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで
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第 136 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

仙台市台原老人福祉セ
ンター

仙台市青葉区五橋二丁目12番 2 号
社会福祉法人仙台市社会福祉協議会

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで

仙台市台原デイサービ
スセンター

仙台市高砂老人福祉セ
ンター

令和 4年 4月 1日から
令和 6年 3月31日まで

仙台市高砂デイサービ
スセンター

仙台市郡山老人福祉セ
ンター

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで

仙台市郡山デイサービ
スセンター
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第 137 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

仙台市葛岡斎場
仙台市宮城野区五輪一丁目 3番35号
仙台市公園緑地協会・太陽築炉グループ

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで
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第 138 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

仙台市子育てふれあい
プラザ泉中央

仙台市太白区日本平 9番13号
一般社団法人マザー・ウイング

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで

仙台市子育てふれあい
プラザ若林

仙台市青葉区国分町三丁目 8番17号
せんだいファミリーサポートネットワーク・
冒険あそび場せんだいみやぎネットワークグ
ループ
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第 139 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

仙台市栗生児童館 仙台市青葉区大町二丁目12番 1 号
公益財団法人仙台ひと・まち交流財団

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで仙台市南小泉児童館

仙台市岩切児童館

仙台市青葉区北山一丁目 5番22号
特定非営利活動法人みやぎ・せんだい子ども
の丘

仙台市燕沢児童館 仙台市青葉区大町二丁目12番 1 号
公益財団法人仙台ひと・まち交流財団仙台市上野山児童館

仙台市旭ケ丘児童館

仙台市青葉区立町 9番 7号
特定非営利活動法人仙台ＹＭＣＡファミリー
センター

仙台市愛子児童館
仙台市青葉区大町二丁目12番 1 号
公益財団法人仙台ひと・まち交流財団

仙台市芦の口児童館

仙台市青葉区北山一丁目 5番22号
特定非営利活動法人みやぎ・せんだい子ども
の丘

仙台市金剛沢児童館 東京都豊島区東池袋一丁目44番 3 号
特定非営利活動法人ワーカーズコープ仙台市東長町児童館

仙台市原町児童館

仙台市青葉区上杉一丁目 5番13号
特定非営利活動法人ＭＩＹＡＧＩ子どもネッ
トワーク

仙台市将監児童セン
ター

仙台市青葉区大町二丁目12番 1 号
公益財団法人仙台ひと・まち交流財団
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第 140 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

仙台市中小企業活性化
センター

仙台市青葉区中央一丁目 3番 1号
仙台市産業振興事業団・東北共立管理グルー
プ

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで
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第 141 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

仙台市秋保体育館 仙台市青葉区錦町一丁目 3番 9号
公益財団法人仙台市スポーツ振興事業団

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで

仙台市長袋グラウンド

仙台市馬場グラウンド

仙台市鈎取球場 東京都新宿区西新宿一丁目 6番10号
イトマン・アシックス・イオングループ

仙台市中田温水プール

仙台市陸上競技場
仙台市青葉区錦町一丁目 3番 9号
公益財団法人仙台市スポーツ振興事業団
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第 142 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

七北田公園の一部（野
球場及び庭球場を含
む。）

仙台市青葉区柏木一丁目 1番 8号
東洋緑化株式会社

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで

卸町東二丁目公園

扇町一丁目公園 仙台市宮城野区五輪一丁目 3番35号
公益財団法人仙台市公園緑地協会

日の出町公園

卸町五丁目公園 仙台市青葉区柏木一丁目 1番 8号
東洋緑化株式会社

広瀬川若林緑地

海岸公園の一部（野球
場及び庭球場を含む。）

仙台市宮城野区五輪一丁目 3番35号
公益財団法人仙台市公園緑地協会

西中田公園

桜ケ丘公園

将監公園 仙台市青葉区柏木一丁目 1番 8号
東洋緑化株式会社

長命ケ丘公園

北河原公園

寺岡中央公園

松陵公園

湯元公園 仙台市宮城野区五輪一丁目 3番35号
公益財団法人仙台市公園緑地協会

西花苑公園
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太白公園

虹の丘公園
仙台市青葉区柏木一丁目 1番 8号
東洋緑化株式会社

評定河原公園 仙台市宮城野区五輪一丁目 3番35号
公益財団法人仙台市公園緑地協会

青葉山公園の一部（庭
球場を含む。）

向陽台五丁目緑地 仙台市青葉区柏木一丁目 1番 8号
東洋緑化株式会社

住吉台西四丁目公園

中田中央公園 仙台市宮城野区五輪一丁目 3番35号
公益財団法人仙台市公園緑地協会

広瀬川仲ノ瀬緑地

広瀬川牛越緑地

富沢公園

広瀬川中河原緑地
仙台市青葉区柏木一丁目 1番 8号
東洋緑化株式会社

扇町四丁目公園 仙台市宮城野区五輪一丁目 3番35号
公益財団法人仙台市公園緑地協会

名取川富田緑地
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第 143 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

仙台市榴岡図書館
東京都中央区日本橋二丁目 3番10号
丸善雄松堂株式会社

令和 4年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで
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第 144 号議案

当せん金付証票の発売限度額に関する件

本市が令和 4年度において発売することができる当せん金付証票の限度額を80億円とすること

につき，当せん金付証票法第 4条第 1項の規定により，議決を求める。
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第 145 号議案

市道路線の認定に関する件

市道の路線を次のとおり認定することにつき，道路法第 8条第 2項の規定により，議決を求め

る。

路　　　　線　　　　名 起　　　　　　　　　点
終　　　　　　　　　点

荒 巻 中 央 4 号 線 仙台市青葉区荒巻中央209番145
　　　同　　　　　　209番55

荒 巻 中 央 5 号 線 仙台市青葉区荒巻中央209番147
　　　同　　　　　　209番156

愛 子 東 三 丁 目 2 号 線 仙台市青葉区愛子東三丁目 2番56
　　　同　　　　　　　　 2番49

四 郎 丸 昭 和 中 5 号 線 仙台市太白区四郎丸字昭和中87番 1
　　　同　　　　　　　　　90番19

袋 原 一 丁 目 4 号 線 仙台市太白区袋原一丁目229番19
　　　同　　　　　　　229番14

西 の 平 一 丁 目 7 号 線 仙台市太白区西の平一丁目46番61
　　　同　　　　　　　　46番145

西 の 平 一 丁 目 8 号 線 仙台市太白区西の平一丁目46番14
　　　同　　　　　　　　46番41

西 の 平 一 丁 目 9 号 線 仙台市太白区西の平一丁目46番108
　　　同　　　　　　　　46番113

東 郡 山 二 丁 目 6 号 線 仙台市太白区東郡山二丁目108番24
　　　同　　　　　　　　539番 6

東郡山二丁目歩行者専用道路 1 号線 仙台市太白区東郡山二丁目105番18
　　　同　　　　　　　　539番 8
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